
日野市保育の質ガイドライン
策定委員会

第１回

令和５年１０月２４日（火）

１４時～１６時

日野市役所本庁舎５０２会議室

日野市子ども部保育課



本日の流れ

1. 開会

2. ご挨拶 日野市子ども部長

3. 委嘱状交付

4. 委員紹介

5. 事務局紹介

6. 委員長・副委員長選任

7. 事務局からの説明（経緯、趣旨、スケジュールなど）

8. 講義～保育士に今求められていること～

9. 意見交換～ガイドラインで大切にしたいこと～

10.その他

11.閉会
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経緯

◼待機児童数が減少傾向にある中、「保育の量」の両輪として
「保育の質」も求められています。

◼令和４年度、全国的に不適切保育が報告される中、
市内認可保育所で児童への虐待等が発生。

◼日野市においても、「保育の質」
についての市民の関心が高まっています。

ＮＨＫニュースＨＰ ▶
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経緯

◼子どもにとってより良い保育環境を実現していくためには、
児童福祉法などの様々な法律や基準があるほか、保育所保育指針が
定められており、これらを適切に理解し、運用していくことが必要。

◼法律や基準、指針、マニュアルなどが多くある中で、
特に日野市の保育において大切にしたい考え方、目指すべき保育の
具体的な内容、日々の保育の中で大切なポイントなどを整理し、
市内の保育士同士で共通理解を築いていくことが、今必要なのではないか。

◼日野市の保育の質の維持・向上に努め、
子ども・保護者・保育士等にとって
安心できる保育環境を作り上げていかないといけない。

◼保育の質の維持・向上につながるガイドラインを
市内保育施設の皆様と一緒に策定する必要があるのではないか。
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ガイドラインの位置づけ

5
各園での保育実践

各園での保育計画・保育目標
マニュアル等

日野市保育の質ガイドライン

保育所保育指針 「新！ひのっ子すくすくプラン」

⚫ 児童の権利に関する条約
⚫ 児童憲章
⚫ 子ども基本法
⚫ 児童福祉法
⚫ 子ども・子育て支援法

など

⚫ 日野市子ども条例
⚫ 日野市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例

など



完成のイメージ（案）

◼持ち運びしやすいＡ５サイズの冊子

◼見やすいカラー印刷

◼文字ばかりではなく、写真や絵なども使う、など

▲ひのっ子の子育て子育ち
知っ得ハンドブック2023▲世田谷区保育の質ガイドライン（保護者向け） 6



完成のイメージ（案）

◼日々の保育の中で大切なポイントなどをチェックリストなどで掲載

◀ 西東京市保育の質
ガイドライン
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完成のイメージ（案）

◼日々の保育で参考になる具体例、事例などについて紹介

▲中野区保育の質ガイドライン
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完成のイメージ（案）
◀ 中野区保育の質
ガイドライン
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完成のイメージ（案）

◼日々の保育で参考になる知識について、コラムなどについて紹介

▲足立区保育の質ガイドライン
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主な内容（案）

• 日野市の保育が目指すもの・大切にしたいこと

• 保育の質向上のため、それぞれの役割・取組み保育内容

• 各園での良い取組みの事例・エピソード集

• 日野市で大切にしたい保育の項目別に整理して掲載事例集

• 日野市が目指す保育上の具体的なポイント(ヒント)

• 子どもの視点での記述など

チェック
リスト
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保育内容（案）※あくまで（案）です。

はじめに ⚫ ガイドライン策定の
趣旨・経緯

第１部 総論 第１章 日野市の保育 ⚫ 日野市の子どもの状況、取り巻く環境
⚫ 日野市の保育園の状況

第２章 日野市保育の質
ガイドラインについて

⚫ ガイドラインの位置づけ
⚫ ガイドラインの構成と活用方法

第３章 日野市の保育が
目指すもの・大切に
したいこと

⚫ 子どもの権利を保障した保育
・子どもの権利を保障した保育
～すべての子どもを一人の人として大切にする～

・虐待の防止と早期発見
・不適切保育の未然防止

⚫ 保育環境
・人的環境、物的環境、自然や社会現象、
・長時間保育における環境
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保育内容（案）※あくまで（案）です。

第２部 実践編 第１章 保育内容 ⚫ ０歳児保育
⚫ １歳～３歳未満児の保育
⚫ ３歳児以上保育
⚫ 特別な配慮を要する子どもの保育
⚫ その他

第２章 食育の推進 ⚫ 食育計画、保育園の食事
⚫ 特別な配慮を要する子どもへの対応

第３章 子どもの健康支援 ⚫ 子どもの健康状態及び発達状態の把握
⚫ 健康の増進
⚫ 疾病などへの対応

第４章 安全対策 ⚫ 保育編、災害編、防災編、個人情報管理編

第５章 保護者支援

第６章 諸機関との連携 ⚫ 地域支援・連携
⚫ 小学校への接続
⚫ 市内関連施設との連携
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事例を
メインに



保育内容（案）※あくまで（案）です。

第３部 保育士の質の向上
のため求められること

第１章 保育園の社会的責任

第２章 職員に求められる資質

第３章 保育の質の維持・向上のための取組み
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事例集

◼日野市の保育で大切にしたいポイントについて、
各園の取組み事例・エピソードとして、まとめていく。

◼書き方（例）
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保育のねらい・意図

保育内容・エピソード

心がけたこと

考察

・なぜやろうと思ったのか、保育者のねらいや意図は何か。

・短期的な取組みから長期的な取組み、園児への対応、
保護者への対応など、項目ごとに様々なエピソードなど

・何を意識したか、何が大変で、どう乗り越えたか、
子どもや保護者の変化など

・本事例のキーワードなど、本事例のまとめを記載



チェックリスト（案） ※あくまで（案）です。

◼「保育所等における虐待等の防止及び発生時の対応等に関するガイドライン」
（令和５年５月こども家庭庁）

◼日々の振り返りに使うチェックリスト(案)
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「重要なのは、日々の保育実践において、より良い保育に向けた振り返りが実施
され、改善につながる一連の「流れ」ができていることである。そうした普段の
取組が、虐待等と疑われる事案（不適切な保育）があった際にも、行政を含めた
施設内外に風通しよく共有され、適切な対応につながると考えられる。」

（4）保育内容

　　　子ども達の未来のために、保育を計画・実践し、振り返ります。

□職員は、「子どもの最善の利益」を考慮し、全体的な計画の保育施設が目指して

　いる児童福祉の理念及び組織が目指す中長期的な目標を理解している。

□職員は、全体的な計画を通して、展開したい子どもの育ちの道筋、子ども像を

　共有している。

□子どもの発達や地域の特性を捉えて、職員全体で年齢別の指導計画（年・期・月

　週・日）を立て、計画に基づいた保育を実践し、定期的な評価・反省を行い、次の

　計画に反映させている。



策定の方法

◼「日野市保育の質ガイドライン策定委員会」
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◆目的
・保育を取り巻く環境を踏まえ、これからの日野市の保育の質の向上に向けた
日野市保育の質ガイドラインを策定し、ガイドラインの適正な運用について
検討するため、日野市保育の質ガイドライン策定委員会を設置する。

◆所掌事項
①日野市の保育の質の維持及び向上に関する調査検討
②日野市保育の質ガイドラインの素案の作成。
③策定後のガイドラインの運用方法に関すること
④そのほか、ガイドラインの作成及び運用に必要な事項に関すること。

◆メンバー
・学識経験者 １名 ・市立保育園園長 ２名
・私立認可保育所園長 ２名 ・日野市子ども部保育課 １名



策定の方法
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◆任期
・令和８年３月３１日まで（令和７年度まで）
任期満了後は、新しい委員を選定し、任命することで継続していく予定。

◆専門部会（ワーキンググループ）
・ガイドラインの策定作業を行うために、テーマごとに専門部会を設置して作業。
・小規模保育事業、認証保育所、保護者など、様々な関係者に関わる機会を
設けることを想定。

◆会議
・会議録（要点録）をホームページで公開
・希望者がいれば傍聴可能



策定のスケジュール

◼策定のスケジュール（案）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

Ｒ５
年度

Ｒ６
年度

Ｒ７
年度

委員会開催（５回程度）

委員会開催（月１回 程度）

専門部会（ＷＧ）による意見交換・編成作業

内容
完成

印刷
製本

以降も継続的に、ガイドラインの運用状況の
確認・見直しを行っていく

説明会 運用状況の確認等
運用
状況
報告会

専門部会（ＷＧ）に
よる作業



専門部会(ＷＧ)の役割(案)
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事例集
WG

◆項目ごとに、市内保
育施設で担当分けし、
事例(案）を作成しても
らう。
◆事例を収集し、内容
を精査し、掲載事例
（案）を作成する。
◆事例の中からキー
ワードを洗い出す。

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ
WG

◆事例から洗い出した
キーワードをもとに、ガ
イドラインの項目を確定。
◆ガイドラインの内容を
作成していく。

ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
WG

◆ガイドラインの内容を
踏まえ、日々の保育の
振り返りを行えるチェッ
クリスト（案）を作成する。



委員会の開催日程・場所（予定）

◼令和５年度 ※進捗状況により変更の可能性あり

◼令和６年度

・令和６年５月～令和７年２月頃まで、毎月１回程度。

種類 回数 日程 時間 場所

委員会 第１回 令和５年１０月２４日（火） １４時～１６時 本庁舎５０２会議室

委員会 第２回 令和５年１１月２８日（火） １４時～１６時 本庁舎５０３会議室

委員会 第３回 令和５年１２月１９日（火） １４時～１６時 本庁舎５０３会議室

委員会 第４回 令和６年 １月２３日（火） １４時～１６時 本庁舎５０２会議室

集団研修 - 令和６年 ２月１４日（水） １４時～１６時 本庁舎５０５会議室

委員会 第５回 令和６年 ２月２８日（水） １４時～１６時 本庁舎５０１会議室

委員会 第６回 令和６年 ３月１２日（火） １４時～１６時 本庁舎５０１会議室
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策定までのロードマップ①
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回 日付 委員会 専門部会（ＷＧ）

第1回 R5.10.24 委員会
◆ガイドライン策定の趣旨・目標の共有
◆保育の質に関する理解を深める

第2回 R5.11.28 委員会
◆保育に関する国・日野市等の動き等
◆事例集(案)の説明・意見交換

第3回 R5.12.19 委員会
◆日野市保育理念に関する意見交換
◆事例集(案)の意見交換、項目リストの
確定、今後のやり方について等

第4回 R6.1.23 委員会
◆日野市保育理念に関する意見交換
◆事例集(案)の今後の作り方(全体へ依頼)

第5回 R6.2.14
全体
研修

◆保育の質について全体で理解を深める
◆事例集の作成を全体に呼びかける

第6回 R6.2.28 委員会 ◆日野市保育理念（案）の検討 ◆事例受付・順次整理

第7回 R6.3.12 委員会
◆日野市保育理念の確定
◆令和6年度の進め方確認

◆事例の精査



策定までのロードマップ②
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回 日付 委員会 専門部会（ＷＧ）

第8回 R6.5頃 委員会 ◆事例集の検討①キーワード洗い出し ◆事例集の精査

第9回 R6.6頃 委員会
◆事例集の検討②キーワード洗い出し
◆ガイドライン項目検討

◆事例集の精査

第10回 R6.7頃 委員会
◆事例集の検討③キーワード洗い出し
◆ガイドライン項目検討

◆事例集の精査
◆ガイドラインの作成

第11回 R6.9頃 委員会 ◆ガイドライン（案）の検討① ◆ガイドラインの作成

第12回 R6.10頃 委員会 ◆ガイドライン（案）の検討② ◆ガイドラインの作成

第13回 R6.11頃 委員会 ◆ガイドライン（案）の検討③ ◆ガイドラインの作成

第14回 R6.12頃 委員会
◆ガイドライン（案）の検討④
◆チェックリスト検討①

◆チェックリストの作成

第15回 R7.1頃 委員会 ◆チェックリスト検討② ◆チェックリストの作成

第16回 R7.2頃 委員会 ◆ガイドライン最終版確認



策定後

◼ガイドラインは策定して終わり、ではない。
策定した後、いかに運用していくか、が大切。

◼令和７年度においても、策定委員会を開催し、運用状況について、
検討を行っていきます。

・令和７年６～７月ごろ、完成した「日野市保育の質ガイドライン」
に関する説明会を実施し、日野市全体で意識の共有を図ります。

・令和７年度、ガイドラインの運用状況に関する事例を収集します。

・令和８年２月ごろ、ガイドラインの運用状況に関する報告会(仮)を
行います。

・以降、改訂の必要性について検討し、進めてまいります。
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◆テーマ

～保育士に今求められていること～

実践女子大学 生活文化学科 井口眞美先生

講義
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意見交換
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◆テーマ

～ガイドラインで大切にしたいこと～



次回委員会

◼日時

令和５年１１月２８日（火） １４時～１６時

◼場所

日野市役所本庁舎５階 ５０３会議室

◼内容（予定）

・保育に関する国・日野市等の動き等
・事例集(案)の説明・意見交換
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日野市保育の質ガイドライン
策定委員会

第１回

令和５年１０月２４日（火）

１４時～１６時

日野市役所本庁舎５０２会議室

日野市子ども部保育課

ご参加いただきありがとうございました。


